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LM（2）5007（0.5A）/LM5008A（0.35A）
LM5009A（0.15A）/LM25010、LM5010A（1.0A）製品概要

1 ）  42V、75V、95V耐圧品、及び150mA～1Aまでの各電流をラインアップしており、高耐圧を要
求する殆どのアプリケーションに対応可能。

2 ）  LM25007、LM5007/8A/9Aはピン互換、またLM25010とLM5010Aもピン互換の為、設計・
試作時における汎用性に優れ、部品の標準化に貢献。

3 ）  COT（Constant On Time）制御採用の為
● 設計が難しい位相補正が不要
● 外付け部品が極少；11点
● PWM制御より高速負荷応答可能な為、出力コンデンサの削減可能
上記特長により、
   設計工数・PCBサイズ削減によりコストダウンが可能
   周辺部品削減によるトータルBOMコストの削減
4 ） 全製品において
  過電圧保護、サーマルシャットダウン、過電流制限機能VCC電圧低下ロックアウト機能を装備。
5 ） LM25010、LM5010Aの2製品では（4）に加え、
   外部抵抗で時間設定可能なソフトスタート機能を装備
   外部抵抗によりカレントリミットを調整し最大1.5Aまで出力設定可能

製品特長 ターゲット・アプリ

使い方・代表的な回路例

●  24Vバスを使用するFA機器や48Vバスを使用する通信インフラ機器における高耐圧非絶縁電
源として最適、また高いサージ耐圧が必要な車載機器に最適。

  VoIP端末
  絶縁型コントローラ用補助電源
  各種FA機器
  汎用高耐圧電源回路
  車載機器向けとしてAEC-Q100対応品有（LM5010AQ；Grade0、Grade1）

（高耐圧&ワイド入力、超高速負荷応答、高効率COT制御レギュレータ）

低ESRの
セラコン等

低ESRのセラコン等を使用する際に
制御に必要な適切なリップル電圧を
発生させれる為の直列抵抗

ソフトスタート時間
設定用コンデンサ

カレントリミット値
設定用外部抵抗
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出力フィードバック電圧（FB）を内部リファレンス電圧（2.5V）と比較するコンパレータによって起動
されるオン時間ワンショット回路を基本にした制御方式を採用しています。FB電圧がリファレンス
電圧を下回ると、入力電圧と設定用抵抗（RT）で決まるワンショット・タイマ期間だけ内部の降圧ス
イッチがオンになります。オン時間の後は、FB電圧がリファレンス電圧を下回るまで（ただし、オ
フ時間ワンショット・タイマによって強制される最小オフ時間は確保されます）、スイッチはオフ状
態のままになります。FBピンの電圧がリファレンス電圧を下回り、かつオフ時間ワンショット期間
が終了すると、降圧スイッチは再度次のオン時間ワンショットの期間オンになります。こうした動作
は、電圧がレギュレートされ、FB電圧がほぼ1.225V（typ）に等しくなるまで継続されます。動作周
波数は、負荷や入力の変動に関係なく、比較的一定に維持されます。出力電圧（VOUT）は、2つの
外付け抵抗（RFB1、RFB2）で設定します。
本レギュレータは、出力電圧を帰還入力のリップル電圧によってレギュレートするため、出力コンデ
ンサ（COUT）には最低限のESRが必要です。LM5017ではフィードバック・ピン（FB）に25mV以
上のリップル電圧が必要です。したがって、コンデンサのESRが小さすぎる場合は、直列抵抗を追
加しなければならない場合があります。また直列抵抗を使用せずに、適切なリップル電圧を発生さ
せる3つの方法を次に示します。

■ LM25007（9V-42V）、0.5A（max） 
■ LM5007（9V-75V）、0.5A（max） 
■ LM5008A（6V-95V）、0.35A（max） 
■ LM5009A（6V-95V）、0.15A（max） 
■ LM25010（6V-42V）、1A（max） 
■ LM5010A （6V-75V）、1A（max） 
■ 超高速負荷応答
■  外部抵抗により2.5Vから出力電圧の設定可能
（最大30V）

■ 過熱保護機能
■ コンスタント・オンタイム制御（位相補償回路不要）
■ スイッチング周波数（外部抵抗で設定可能）
 ●LM25007、LM5007（50kHz-800kHZ）
 ●LM5008A（50kHz-600kHZ） 
 ●LM5009A（50kHz-600kHZ）
 ●LM25010、LM5010A（50kHz-1MHz）

仕様概要

動作概要

低ESRコンデンサ使用時での適切なリップル電圧発生方法

PCBレイアウト例
詳細はLM5009A7アプリケーションノートAN-1995参照

■ 外部設定抵抗により出力電圧可変
■ 電源ON/OFF（シャットダウン）機能
■ LLP-8、MSOP-8
  （LM25007、LM5007、LM5008A、

LM5009A）
■ LLP-10、eTSSOP-14
 （LM25010、LM5010A）

タイプ1とタイプ2のリップル回路は、コンバータ出力のリップルを帰還ノード（FB）にカップリングさ
せます。タイプ3のリップル回路では出力電圧リップルを使用しないため、出力リップル電圧を抑え
る必要があるアプリケーションに適しています。リップル発生方法の詳細は、アプリケーション・ノー
トAN-1481を参照してください。

日本語ホームページ
LM25007製品   www.tij.co.jp/LM25007 LM5007製品   www.tij.co.jp/LM5007
LM5008A製品   www.tij.co.jp/LM5008A LM5009A製品   www.tij.co.jp/LM5009A
LM25010製品   www.tij.co.jp/LM25010 LM25010A製品   www.tij.co.jp/LM25010A

WEBENCHでの設計及び動作シミュレーション可能   www.tij.co.jp/webench
製品に関するお問い合わせ   www.tij.co.jp/pic
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